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シリーズ「専門家にきく」

高血圧について



シリーズ「専門家にきく」

循環器内科医長　

村上 雅美 医師

高血圧について

　

高
血
圧
は
日
本
人
に
最
も
多
い
病

気
で
、
国
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と

約
４
３
０
０
万
人
も
の
患
者
が
い
る

と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
実

に
日
本
人
の
３
分
の
１
の
数
に
及
び

ま
す
。

　

血
圧
の
高
い
低
い
で
様
々
な
病
気

に
な
る
、
又
は
な
っ
て
い
る
可
能
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
血
圧

は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
せ

っ
か
く
早
い
段
階
で
血
圧
の
異
常
を

発
見
し
て
も
放
置
し
て
し
ま
う
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
正
し
い
血
圧
の
管
理
と

治
療
に
つ
い
て
、
循
環
器
内
科
医
長

の
村
上
医
師
が
解
説
し
ま
す
。

　

高
血
圧
に
よ
る
病
気
と
原
因

Ｑ
・
高
血
圧
と
は

Ａ
・
正
常
な
血
圧
は 

120
／
80m

m
H
g

以
下
で
す
。
つ
ま
り
そ
れ
以
上
は
高

血
圧
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
血

圧
の
目
標
値
は
自
宅
血
圧
で
75
歳

未
満 

125
／
75m

m
H
g

、
75
歳
以
上

135
／
85m

m
H
g

で
す
が
、
他
の
動
脈

硬
化
悪
化
因
子(

心
疾
患
、
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
な
ど)

を
合
併

し
て
い
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
低

い
基
準
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
血
圧
を
放
置
し
て
お
く
と
、
動

脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
、
脳
出
血
、
大
動
脈
解
離
な
ど

命
に
関
わ
る
病
気
や
、
腎
不
全
や
下

肢
虚
血
な
ど
、
生
活
す
る
上
で
不
自

由
と
な
る
よ
う
な
、
生
活
の
質
を
落

と
す
病
気
を
引
き
お
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
な
ど
を
合
併

profile
平成 16 年に北里大学卒業後、北里大学
病院などでの病院勤務を経て、平成 29
年から当院に勤務し現在に至る。

専門分野・資格
・医学博士
・日本循環器学会認定循環器専門医
・日本内科学会認定内科医
・日本人間ドック学会認定医
・日本医師会認定産業医
・植込み型除細動器 /ペーシングによる
 心不全治療研修終了
・臨床研修指導医

高血圧になる２つの原因

原因がはっきり

しない本態性高血圧

体質、生活習慣、

喫煙など

原因が明らかな

二次性高血圧

ホルモン分泌異常、

薬の副作用など



　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

Ｑ
・
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

Ａ
・
高
血
圧
は
様
々
な
重
篤
な
疾
患

の
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
症
状
が
な

く
て
も
、
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
と
な

る
の
で
、
日
々
の
血
圧
測
定
や
健
康

診
断
・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
生
活
習

慣
改
善
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
も
薬

物
治
療
も
万
人
に
合
う
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
方
法

を
、
か
か
り
つ
け
医
や
保
健
師
さ
ん

な
ど
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
影
響
が
あ
り
ま
す
。
禁
煙
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
く
一
部
に
、
二
次
性
高
血
圧
症

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ホ
ル
モ

ン
異
常
な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
ホ
ル
モ
ン
異
常
の

治
療(

ホ
ル
モ
ン
産
生
腫
瘍
の
治
療

や
腎
動
脈
狭
窄
の
治
療
等)

が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
動
脈
硬
化
リ
ス

ク
の
低
い
若
年
の
高
血
圧
な
ど
で
は
、

病
院
を
受
診
し
、
一
度
ホ
ル
モ
ン
値

を
調
べ
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

　
高
血
圧
の
治
療

Ｑ
・
高
血
圧
の
治
療
は

Ａ
・
治
療
の
基
本
は
生
活
習
慣
の
改

し
て
い
れ
ば
、
動
脈
硬
化
の
進
行
は

さ
ら
に
早
ま
り
ま
す
。
恐
ろ
し
い
の

は
、
こ
れ
ら
が
進
行
す
る
ま
で
特
に

自
覚
症
状
を
感
じ
な
い
こ
と
で
す
。

自
覚
症
状
が
出
現
し
た
と
き
に
は
す

で
に
手
遅
れ
で
あ
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
。
し
か
し
、
高
血
圧
は
、
正
し

く
治
療
・
管
理
を
し
て
い
れ
ば
、
元

気
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
ま
す
。

Ｑ
・
血
圧
が
上
が
る
原
因
は

Ａ
・
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
は
、
生
活
習
慣
で
す
。
塩
分
過

多
な
食
生
活
や
運
動
不
足(

肥
満)

、

喫
煙
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
血
圧
は
上

昇
し
ま
す
。
減
塩
調
味
料
の
使
用
や
、

鰹
節
や
昆
布
な
ど
の
だ
し
、
香
辛
料
、

レ
モ
ン
や
酢
な
ど
の
酸
味
等
を
利
用

し
て
、
薄
味
を
心
が
け
る
こ
と
や
有

酸
素
運
動
で
体
重
管
理
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
喫
煙
は
血
圧
上
昇
含

め
全
身
の
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、

全
身
の
老
化
を
進
め
ま
す
。
自
分
だ

け
で
は
な
く
周
囲
の
大
切
な
人
達
に

善
で
す
。
早
期
に
病
院
を
受
診
し
た

場
合
、
薬
物
治
療
な
し
で
も
適
切
な

生
活
習
慣
の
改
善
の
み
で
高
血
圧
が

改
善
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
ま

た
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
な
さ
れ
れ

ば
、
薬
物
治
療
が
必
要
で
あ
っ
て
も

少
量
の
み
で
す
み
ま
す
。

　

薬
を
飲
み
た
く
な
い
か
ら
と
高
血

圧
を
長
年
放
置
し
て
か
ら
受
診
さ
れ

る
と
、
す
で
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し

て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
逆
に
多
く

の
薬
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

降
圧
剤
に
は
い
く
つ
も
の
種
類
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
作
用
す
る
部
位
が

異
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
個
人
の
血
圧
値
、
肝
臓
や
腎
臓
の

機
能
、
年
齢
、
併
存
疾
患
な
ど
様
々

な
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
、
薬
の
種

類
・
量
が
決
め
ら
れ
る
た
め
他
の
人

の
薬
を
も
ら
っ
て
飲
む
、
と
い
う
こ

と
は
害
に
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
お
奨
め
で
き
ま

せ
ん
。

高血圧の危険因子

□　濃い味付けの物が好き

□　運動をほとんどしない

□　糖尿病である

□　家族に高血圧の人がいる

□　ストレスがたまりやすい

□　お酒をたくさん飲む

□　たばこを吸う

出典：㈱社会保険出版社 らくらく健康管理
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ぬまピタルについてのご意見、ご感想をお寄せ下さい。

　　　私たち、 集中治療室スタッフです。

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 に つ い て !!

行事 ・ イベント情報

★第 41 回 ： 「保護者が気にするべき
                   　　　　　　　　　　　子どもの症状」
・日時：令和２年１月 25 日 ( 土 )  
　　　　　 　　　13 時 30 分～ 14 時 45 分
・場所：市立図書館４階視聴覚ホール
・講師：小児科部長　村林 督夫

★第 42 回 ： 「花粉症の最新治療」
・日時：令和２年２月15 日 ( 土 ) 
 　　　　　　　　13 時 30 分～ 14 時 45 分
・場所：市立図書館４階視聴覚ホール
・講師：耳鼻いんこう科部長　佐々木 豊

市民公開講座

※テーマ、日時は予定です。

インフルエンザが流行する時期となりました。感染予防策は・・・

①手洗い、②十分な栄養摂取と休養、③人ごみになるべく近づかない、④必要時はマス

クを着用、などの対策がありますが、インフルエンザワクチンの接種が最も効果的です。

 ワクチンにはどのような効果があるのでしょうか？？

 ①ワクチンは、インフルエンザが発症する確率を成人では 60％
　 程度、小児では 20 ～ 60％程度減少させる効果があります。

 ②ワクチンは、肺炎、脳症、死亡など重症化する確率を下げます。

インフルエンザワクチンは、およそ２週間で効果が得られ、５ヵ月程度持続すると言わ
れています。接種回数は、13 歳未満は２回、13 歳以上は１回となっています。自分自
身のインフルエンザを予防することは、家族や職場の方など、周囲の人を守ることにも
なりますので、みんなでワクチンを接種しましょう。

ヒートショックに注意！
　ヒートショックとは、自宅内で極端な温度差

がある時に起こる現象で、めまいや失神、重度に

なると心筋梗塞や脳梗塞・脳出血と様々です。

　住宅環境が大きく変化・進化した現代において

も、年間１万７千人が症状を訴え、病院に搬送さ

れています。

　対応策は、暖房が設置された暖かい部屋の空気

を、暖房がない寒い風呂場や脱衣所に届かせるよ

うにドアを開けることが有効とされています。

 PICK UP

様々な不安をかかえる患者さん、ご家族の皆さんが、
少しでも安心して治療に臨めるよう努めていきます。

INFORMATION

今回の表紙


